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五
條
市
議
会
第
三
回
九
月
定
例
会
は
、
九
月
八
日
に
開
会
し
、
市
長
か
ら
市
政
の
報
告
と
提
出
議
案
の

説
明
を
受
け
、
一
般
質
問
（
五
議
員
）
、
議
案
審
議
な
ど
を
行
い
、
九
月
二
十
五
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

吉
野
市
長
の
虚
偽
の
陳
述
に
対
す
る
告
発
及
び
吉
野
市
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
案
は
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

（
賛
成
ナ
シ
、
反
対
二
〇
） 

〈
議
会
が
否
決
し
た
理
由
〉 

●
こ
う
し
た
公
共
性
の
も
の
は
、 

地
域
と
も
よ
く
話
を
し
て
、

地
元
の
人
に
納
得
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
相
談
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
べ
き
で
、
思

い
つ
き
で
や
る
も
の
で
は
な
い
。 

●
保
護
者
、
地
元
に
説
明
も
な
く
、 

意
見
も
聞
か
ず
、
理
解
を
得

る
こ
と
な
く
、
そ
し
て
、
よ

く
検
討
も
し
な
い
で
廃
止
す

る
の
は
性
急
す
ぎ
る
。 

●
財
政
面
だ
け
を
考
え
、
結
論 

づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
教

育
費
の
削
減
は
一
番
最
後
で

あ
る
。 

●
市
長
の
自
分
本
位
な
一
方
的 

な
廃
止
は
、
子
供
や
孫
の
た

め
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。 

●
若
者
の
住
め
る
ま
ち
づ
く
り 

と
少
子
化
対
策
を
考
え
る
な

ら
ば
、
あ
ま
り
に
も
慎
重
性

が
不
足
し
て
い
る
。
急
ぎ
す

ぎ
で
あ
る
。 

 

●
城
戸
保
育
所
は
「
へ
き
地
保 

育
所
」
で
あ
る
。
「
へ
き
地

保
育
所
」
は
も
と
も
と
保
育

所
を
設
置
す
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
地
域
に
設
置
さ
れ
る
施
設

で
あ
る
。
旧
五
條
市
内
の
保

育
所
と
同
じ
理
由
で
議
論
さ
れ
、

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
は
疑
問

が
あ
る
。 

 

岡
保
育
所
、
阪
合
部
保
育
所
、

城
戸
保
育
所
、
二
見
保
育
所
、

阿
太
保
育
所
の
各
保
護
者
会
及

び
地
区
自
治
連
合
会
、
校
区
小

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
、
各
保
育

所
の
統
廃
合
の
中
止
を
求
め
る

約
一
万
人
余
り
の
署
名
と
陳
情

書
等
が
、
市
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。 

教
育
委
員
会
委
員
の 

任
命
を
六
度
否
決 

（
賛
成
二
、
反
対
十
七
、

　
退
席
一
） 

〈
議
会
が
否
決
し
た
理
由
〉 

　
前
回
の
市
議
会
だ
よ
り
三
十

五
号
に
掲
載
し
た
理
由
と
同
じ
。 

 

継
続
審
議 

五
十
六
歳
・
五
十
七
歳
の 

職
員
の
退
職
手
当
の
特
例
に 

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
先
の
六
月
定
例
会
で
、 

五
五
歳
（
加
算
率
五
〇
％
増
）

五
六
歳
（
加
算
率
四
五
％
増
）

五
七
歳
（
加
算
率
四
〇
％
増
）

の
早
期
退
職
勧
奨
制
度
が
議
会
に

提
出
さ
れ
、否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

　
九
月
定
例
会
に
お
い
て
、
引

き
続
き
市
長
よ
り
、
年
齢
と
加

算
率
が
修
正
さ
れ
、 

五
六
歳
（
加
算
率
四
〇
％
増
）

五
七
歳
（
加
算
率
三
五
％
増
）

の
早
期
退
職
勧
奨
制
度
が
議
会

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
継
続

審
議
と
な
り
ま
し
た
。 

〈
継
続
審
議
と
し
た
理
由
〉 

●
今
年
の
三
月
に
五
九
歳
（
加 

算
率
一
五
％
増
）
、
五
八
歳
（
加

算
率
三
〇
％
増
）
の
早
期
退

職
勧
奨
制
度
が
実
施
さ
れ
た
が
、

わ
ず
か
半
年
で
十
分
な
検
証

も
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
慎

重
な
審
査
が
必
要
で
あ
る
。 

●
加
算
率
が
高
す
ぎ
る
。 

●
早
期
退
職
後
の
嘱
託
職
員
と 

し
て
の
再
雇
用
（
給
料
二
〇

万
円
）
は
、
納
得
で
き
な
い
。 

九
月
定
例
会
で
三
十
四
議
案
の
う
ち 

二
十
七
議
案
を
可
決
、
認
定 

一
幼
稚
園
・
四
保
育
所
の
統
廃
合
を
否
決 

■市長から提出された計画の目標■ 

平成２０年度 

平成２１年度 

平成２２年度 

平成２３年度 

平成２１年３月廃止 

平成２１年４月開始 

平成２３年３月廃止 

平成２４年３月廃止 

白銀北幼稚園・二見保育所・城戸保育所 
岡保育所・野原東保育所  
賀名生幼稚園・五條幼稚園、夏季休園の廃止 
通年の「預かり保育」の開始  

阿太保育所  

阪合部保育所 

五
議
案
を
否
決
、
一
議
案
を
継
続
審
議 

一
議
案
は
撤
回 保護者会からの要望書を受ける 
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一
般
質

一
般
質
問 

一
般
質

一
般
質
問 

一
般
質
問 

定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
に
関
係
な
く
、
市
長
や
関
係
す
る
理
事
者
に
対
し
、
市

政
全
般
に
わ
た
り
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
れ
を
「
一
般
質
問
」
と
い
い
、
九
月
定
例
会
で
は
、
五
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
（
詳
し
い
内
容
は
、
図
書
館
や
西
吉
野
、
大
塔
支
所
で
会
議
録
を
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
） 

田
園
地
区
体
育
館
兼
集
会
所

に
つ
い
て 

 
 

五
月
二
十
一
日
、
奈
良
地
方

裁
判
所
は
「
原
告
の
請
求
に
は
、

い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
か
ら
棄

却
す
る
こ
と
に
す
る
。
」
と
の

判
決
を
下
し
ま
し
た
。 

施
設
名
称
が
体
育
館
兼
集
会

所
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
教
育
部
長
）
　
当
該
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
基
準

法
第
四
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
集
会

所
と
い
う
名
称
で
建
築
確
認
申

請
の
許
可
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
名
称

を
田
園
地
区
体
育
館
兼
集
会
所

と
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

  

田
園
地
区
体
育
館
兼
集
会
所

の
使
用
料
に
つ
い
て 

 
 

市
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
奈

良
地
裁
の
下
し
た
判
決
を
市
長

は
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
方
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
か
。 

（
市
長
）
　
昭
和
五
十
四
年

に
地
域
体
育
館
の
第
一
号
と
し

て
牧
野
体
育
館
が
設
置
さ
れ
て

以
来
、
使
用
目
的
に
沿
っ
た
利

用
に
つ
い
て
は
使
用
料
を
免
除

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
田

園
体
育
館
で
取
っ
た
使
用
料
を

返
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
後
そ
う
い
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
行
政
の
方
も
、

ま
た
、
集
会
所
を
利
用
す
る
方

に
も
、
は
っ
き
り
と
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

使
用
料
は
あ
く
ま
で
集
会
所

と
し
て
そ
の
規
定
に
の
っ
と
り
、

生
徒
か
ら
授
業
料
を
取
っ
て
い

た
団
体
か
ら
の
み
徴
収
し
た
も

の
で
、
教
育
委
員
会
に
従
い
返

し
た
ま
で
で
す
。 

  平
成
二
十
一
年
度 

職
員
採
用
に
つ
い
て 

 

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で

十
人
も
採
用
す
る
必
要
性

に
つ
い
て 
  

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
職
員
数

の
削
減
に
つ
い
て
の
数
値
目
標

を
設
定
し
て
お
き
な
が
ら
、
今

年
度
に
引
き
続
き
、
来
年
度
は

十
名
も
の
職
員
を
採
用
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
職
員
配
置
等
を

工
夫
し
、
採
用
は
最
低
限
に
抑

え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

市
の
財
政
状
況
を
考
え
た
と

き
に
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の
統

廃
合
を
提
案
し
て
お
き
な
が
ら

新
規
に
保
育
士
を
採
用
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
整
合

性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

（
市
長
）
　
喫
緊
に
必
要
と

思
わ
れ
る
職
種
に
つ
い
て
、
必

要
最
小
限
の
採
用
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。 

  資
格
を
持
っ
た
職
員
の
活
用

に
つ
い
て 

  

事
務
職
の
中
に
も
保
育
士
免

許
・
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を
持

っ
て
い
る
職
員
が
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
職
員
に
保
育
所
で
の

勤
務
を
打
診
す
る
な
ど
し
て
、

職
員
採
用
を
お
さ
え
る
努
力
を

す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。 

 

（
副
市
長
）
　
一
般
職
の
中

に
は
保
育
士
等
の
免
許
を
持
っ

た
職
員
が
十
四
人
い
る
が
、
職

員
と
は
そ
の
よ
う
な
協
議
は
し

て
い
な
い
。 

 

（
市
長
）
　
来
年
か
ら
の
採

用
は
、
更
に
最
小
限
を
旨
と
し
て
、

利
用
で
き
る
資
格
も
生
か
し
て

ま
い
り
た
い
。 

  

救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
っ

た
職
員
を
庶
務
課
に
異
動
さ
せ

た
ま
ま
、
消
防
職
員
を
採
用
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

そ
の
職
員
を
消
防
に
返
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。 

 

（
市
長
）
　
将
来
の
幹
部
と

し
て
、
幅
広
く
知
識
を
得
て
も

ら
う
た
め
に
出
向
さ
せ
て
い
る
。 

  市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

  

少
子
化
に
つ
い
て
、
市
長
は

突
然
、
八
月
十
二
日
の
委
員
会

に
お
い
て
、
幼
稚
園
一
園
、
保

育
所
四
園
を
、
財
政
改
革
の
名

の
下
に
廃
止
を
提
案
し
て
き
た
が
、

最
初
に
廃
止
あ
り
き
の
問
題
で

は
な
く
、
子
や
孫
の
た
め
と
言

う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域
の

父
兄
と
の
十
分
な
議
論
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
思
い
つ
き

の
よ
う
な
、
一
方
的
に
今
年
度

末
を
も
っ
て
の
廃
止
に
は
反
対

で
あ
る
。 

次
に
、
財
政
改
革
に
つ
い
て
、

市
長
は
、
議
員
、
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
給
料
を
下
げ
、
財
政

状
況
の
改
善
を
と
言
っ
て
い
る
が
、

議
会
は
、
平
成
十
九
年
九
月
に

議
員
提
案
で
定
数
二
十
一
人
を

十
五
人
と
す
る
こ
と
に
決
め
て

い
る
。
削
減
率
は
約
三
十
％
で

あ
る
。 

市
長
は
十
九
年
の
市
長
選
の

時
に
、
私
は
歳
費
を
五
十
％
に

す
る
と
演
説
も
し
、
選
挙
ビ
ラ

に
も
書
い
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は

公
約
で
あ
る
。
市
民
の
大
部
分

の
人
々
が
こ
れ
を
信
じ
て
い
る

わ
け
で
あ
り
、
ま
ず
は
こ
れ
を

し
て
、
次
に
職
員
に
給
与
削
減

を
お
願
い
す
る
の
が
人
間
と
し

て
の
筋
で
は
な
い
の
か
！ 

次
に
、
公
共
事
業
に
つ
い
て
、

特
殊
工
事
だ
か
ら
と
い
っ
て
市

外
業
者
だ
け
で
入
札
を
し
て
い
る
。

当
該
工
事
は
市
内
の
業
者
で
十

分
や
れ
る
。
市
の
活
性
化
を
口

で
は
唱
え
な
が
ら
、
や
っ
て
い

る
こ
と
は
整
合
性
の
と
れ
な
い

こ
と
で
は
な
い
か
？ 

最
後
に
市
長
、
人
間
社
会
は

対
話
と
協
調
で
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
私
に
は
、
あ
な

た
が
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
な
い

よ
う
に
思
う
。 

 

（
市
長
）
　
財
政
改
革
の
た

め
に
、
経
費
削
減
は
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
。
父
兄
が
ち
ょ

っ
と
遠
く
の
方
に
走
れ
ば
と
い

う
の
が
私
の
判
断
で
あ
る
。 

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
い

ず
れ
給
与
を
引
き
下
げ
る
必
要

が
あ
る
。
十
六
年
の
選
挙
の
時

に
は
、
歳
費
は
大
幅
に
カ
ッ
ト

し
ま
す
と
言
っ
た
。 

  「
生
活
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
」
の
旧
五
條
市

の
運
行
に
つ
い
て 

 

『
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・

再
生
総
合
事
業
』
が
、
平
成
二

十
年
度
か
ら
三
箇
年
、
大
塔
町
・

西
吉
野
町
で
生
活
バ
ス
及
び
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
い
う
形
で

実
証
運
行
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
事
業
は
、
事
業
費
の
二

分
の
一
を
国
か
ら
の
補
助
金
、

残
り
二
分
の
一
の
八
〇
％
は
国

か
ら
特
別
交
付
税
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。 

今
年
度
の
こ
の
事
業
の
予
算
は
、

八
百
十
六
万
一
千
円
で
あ
る
。

五
條
市
の
負
担
額
は
、
八
百
十

六
万
円
の
一
〇
％
、
す
な
わ
ち

八
十
一
万
六
千
円
と
な
る
。
平

成
二
十
年
度
の
五
條
市
の
予
算

は
約
百
八
十
億
円
で
、
そ
の
う

ち
わ
ず
か
八
十
二
万
円
で
大
塔
町
・

西
吉
野
町
の
市
民
の
生
活
が
大

変
便
利
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
、
国
の
大
変
有

利
な
制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
事
業
は
、
大
塔
町
、

西
吉
野
町
だ
け
で
実
証
運
行
さ

れ
て
お
り
、
旧
五
條
市
に
は
導

入
さ
れ
て
い
な
い
。 

私
は
以
前
よ
り
、
市
内
巡
回

バ
ス
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
を
提
案
し
て
き
た
。 

旧
五
條
市
に
も
不
便
な
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
更

な
る
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
お

年
寄
り
、
あ
る
い
は
交
通
手
段

を
持
た
な
い
方
々
の
た
め
に
、

今
こ
そ
、
こ
の
、
国
の
有
利
な

制
度
が
あ
る
間
に
、
市
は
早
急

に
国
に
申
請
し
、
旧
五
條
市
に

お
い
て
も
、
「
生
活
バ
ス
・
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
を
実
証
運

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

（
副
市
長
）
　
市
の
負
担
額
は
、

三
年
ま
で
は
一
〇
％
、
四
年
以

降
は
二
〇
％
と
上
が
る
が
、
実

証
実
験
の
結
果
も
踏
ま
え
検
討

し
た
い
。 

 
 

消
防
庁
舎
建
設
の
重
要
条
件

が
整
っ
て
い
る
今
井
予
定
地

へ
の
建
設
に
つ
い
て 

  

市
村
合
併
後
の
火
災
、
救
急

件
数
か
ら
数
え
て
も
、
ま
た
、

問 問 答 答 

答 

答 

答 

答 答 答 

問 

問 

問 

問 問 

問 問 



答 

一般質問／付託議案の審査（委員長報告） 

平成20年（2008年）11月30日 市議会だより  GOJO 36号 （3） 

大
地
震
等
の
災
害
時
は
国
道
二

十
四
号
を
緊
急
道
路
と
し
て
確

保
さ
れ
る
状
況
か
ら
考
え
て
も
、

新
消
防
庁
舎
は
す
で
に
四
億
円

投
入
し
て
い
る
国
道
二
十
四
号

沿
い
の
今
井
予
定
地
に
ま
ず
建

設
し
、
将
来
的
に
は
面
積
の
広

い
西
吉
野
町
に
分
署
が
な
い
の
で
、

分
署
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

吉
野
市
長
の
考
え
て
い
る
、

必
要
の
な
い
ヘ
リ
ポ
ー
ト
付
き

の
新
消
防
庁
舎
を
丹
原
町
に
建

設
し
、
本
町
に
あ
る
現
消
防
署

を
残
す
考
え
は
旧
五
條
市
に
偏

り
す
ぎ
で
、
西
吉
野
町
を
軽
視

し
た
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
が
、

ど
う
か
。 

 

（
市
長
）
　
過
去
の
議
会
に

お
い
て
、
今
井
町
へ
の
建
設
を

承
認
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
承
認
か
ら

五
年
経
過
し
て
お
り
、
消
防
を

取
り
巻
く
環
境
も
変
貌
し
よ
う

と
し
て
い
る
。 

新
消
防
庁
舎
は
、
南
和
地
区

に
お
け
る
県
立
五
條
病
院
の
位

置
づ
け
の
た
め
の
環
境
整
備
と

し
て
の
建
設
を
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
四
月

を
め
ど
に
奈
良
県
一
県
域
と
し

た
消
防
の
広
域
化
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。 

南
海
・
東
南
海
地
震
発
生
時

に
吉
野
川
に
か
か
っ
て
い
る
橋

が
倒
壊
し
た
と
き
に
、
川
南
と

川
北
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防

庁
舎
を
建
設
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

総
務
文
教
常
任
委
員
長
報
告 

 

◎
職
員
の
退
職
手
当
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
早
期
退
職
者
の
適
用

範
囲
等
を
改
正
す
る
も
の
で
、

委
員
か
ら
、
更
に
慎
重
な
審
査

が
必
要
で
あ
る
と
閉
会
中
の
継

続
審
査
を
望
む
意
見
が
あ
り
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

◎
五
條
市
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
を
も

っ
て
白
銀
北
幼
稚
園
を
廃
止
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
委
員
か
ら
、

「
合
併
協
議
の
と
き
の
状
況
や

保
護
者
に
も
変
化
が
あ
り
、
十

分
な
地
元
説
明
と
下
準
備
が
必

要
で
あ
る
。
」
ま
た
、
「
住
民

の
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る
と
い

う
市
の
責
任
か
ら
も
、
ま
ず
関

係
者
の
声
を
聴
き
、
保
護
者
の

意
見
を
聴
く
べ
き
で
あ
る
。
人

間
形
成
の
大
事
な
仕
事
で
あ
り
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
本
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、
全
員
一
致
を

も
っ
て
否
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

◎
ふ
る
さ
と
五
條
市
応
援
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
五
條

市
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、
新
五
條
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
及
び

五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

二
号
）
議
定
に
つ
い
て
は
、
全

員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

  

厚
生
常
任
委
員
長
報
告 

 

◎
五
條
市
立
保
育
所
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
岡
保
育
所
、

二
見
保
育
所
及
び
休
所
中
の
野

原
東
保
育
所
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
委
員
か
ら
、
「
議

会
へ
の
提
案
そ
の
も
の
が
早
す

ぎ
た
と
い
う
感
が
あ
り
、
子
育

て
設
計
に
戸
惑
い
が
生
じ
る
も

の
で
、
市
民
と
の
話
し
合
い
が

必
要
で
あ
る
。
」
ま
た
、
「
行

政
内
部
の
議
論
は
重
ね
て
い
て
も
、

議
会
へ
の
提
案
は
今
回
が
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
ま
り
に

も
性
急
す
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
」

と
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
「
本

市
の
人
口
規
模
か
ら
は
こ
の
施

設
数
は
多
す
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、

時
代
の
す
う
勢
で
、
遅
き
に
失

し
た
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
望
ま
し
い
保
育
環
境
と

財
政
負
担
等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

方
向
と
し
て
は
間
違
っ
て
い
な

い
も
の
の
、方
法
等
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
思
っ
て
い
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

廃
止
反
対
に
向
け
た
保
護
者
の

署
名
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
不
特
定
多
数
に
最
大

の
効
果
を
考
え
た
と
き
、
協
調

は
見
い
だ
せ
る
の
か
ど
う
か
を

た
だ
し
た
の
に
対
し
、
「
方
向

性
を
言
っ
た
が
、
後
は
議
員
の

十
分
な
精
査
と
判
断
に
委
ね
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
福
祉
と
と
も

に
適
正
な
保
育
環
境
も
大
事
で

あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
が
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
否

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。 

◎
五
條
市
立
へ
き
地
保
育
所
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

城
戸
保
育
所
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
を
も

っ
て
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。 

◎
五
條
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
、

五
條
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
及
び
五
條

市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

一
号
）
は
、
全
員
一
致
を
も
っ

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。 

  

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

委
員
長
報
告 

 

（
総
括
質
問
） 

◎
墓
地
事
業
の
現
況
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
は
、
開
発
会
社

か
ら
提
供
を
受
け
た
公
共
用
地

は
整
備
で
き
る
基
数
が
少
な
く
、

財
政
状
況
か
ら
見
て
も
整
備
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
財
政
改

革
途
上
で
あ
り
、
現
在
の
状
況

で
は
当
面
事
業
の
実
施
は
で
き

な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
一
年
以
上
不
在
の
続
く
教
育

委
員
に
つ
い
て
は
、
信
じ
た
方

を
提
案
し
て
い
る
が
議
会
で
否

決
に
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
、

市
民
の
た
め
に
は
、
少
し
で
も

前
向
き
な
姿
勢
で
真
剣
な
考
え

を
求
め
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。 

◎
岡
保
育
所
の
廃
止
問
題
に
つ

い
て
は
、
保
育
所
は
広
域
保
育

を
実
施
し
て
お
り
、
田
園
地
区

か
ら
岡
保
育
所
に
は
十
名
が
入

所
し
て
い
る
。
委
員
か
ら
、
保

護
者
の
声
と
し
て
は
、
せ
め
て

今
入
所
し
て
い
る
子
が
卒
業
す

る
ま
で
は
存
続
し
て
ほ
し
い
と

要
望
し
て
い
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。 

◎
体
育
館
兼
集
会
所
の
使
用
料

を
市
議
会
議
員
が
持
っ
て
い
た

の
で
訴
え
る
と
言
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
訴
え
る
と
い

う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
る
。
一

時
取
得
の
問
題
で
あ
り
、
基
本

的
な
権
限
と
権
利
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員

か
ら
、
市
議
会
議
員
で
は
な
く
、

当
時
は
、
体
育
館
の
管
理
者
と

し
て
集
会
所
の
使
用
料
を
集
め

て
い
た
も
の
で
、
裁
判
で
判
決

も
出
て
お
り
納
得
い
か
な
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
か
ら
の
質
疑
に
対
し
て

市
長
か
ら
暴
言
が
あ
り
、
委
員

長
か
ら
の
再
三
の
注
意
に
も
か

か
わ
ら
ず
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
し
た
。
休

憩
後
、
総
括
質
問
を
再
開
し
ま

し
た
。 

  

冒
頭
、
市
長
か
ら
迷
惑
を
掛
け

た
こ
と
に
対
す
る
謝
罪
が
あ
り

ま
し
た
。 

◎
平
成
十
七
年
の
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
け
る
中
傷
ビ
ラ
に
つ

い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
関
与

も
し
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。 

（
会
計
別
審
査
） 

◎
消
防
署
に
お
い
て
七
月
に
実

施
し
た
物
品
購
入
の
入
札
状
況

に
つ
い
て
は
、
消
防
被
服
、
消

防
装
備
品
、
消
防
団
関
係
貸
与

物
品
の
三
件
の
入
札
を
実
施
し

た
が
、
消
防
被
服
は
十
社
全
社

が
辞
退
、
消
防
装
備
品
は
、
参

加
し
た
五
社
が
入
札
予
定
価
格

を
超
え
再
入
札
を
行
っ
た
が
五

社
が
辞
退
、
消
防
団
関
係
貸
与

物
品
は
十
社
中
、
予
定
価
格
以

下
の
一
社
が
落
札
し
た
と
の
答

弁
が
あ
り
、
委
員
か
ら
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
更
に
た
だ
し

た
の
に
対
し
、
全
国
的
に
統
一

さ
れ
て
い
る
消
防
士
の
被
服
に

つ
い
て
、
夏
服
、
冬
服
、
防
寒

服
等
を
一
括
入
札
と
し
た
が
、

今
後
は
単
品
・
単
価
契
約
を
す

る
と
と
も
に
同
等
品
も
可
能
と

す
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
職
員
全
体
の
人
件
費
を
市
民

に
分
か
り
や
す
く
公
表
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

に
の
っ
と
り
、
予
算
書
に
は
目

的
別
の
人
件
費
を
明
記
し
、
毎

年
広
報
誌
で
公
表
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
を
参
考
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。 

（
結
果
） 

  

各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

全
員
一
致
を
も
っ
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
ま
す
。
審
査
の
経
過
と
結
果
を
委

員
長
が
本
会
議
で
報
告
し
、
議
員
全
員
で
可
否
を
決
定
し
ま
す
。 

付
託
議
案
の
審
査
（
委
員
長
報
告
） 



告発・辞職勧告ほか 

平成20年（2008年）11月30日 市議会だより  GOJO36号 （4） 

編
集
後
記 

議
会
は
、
九
月
議
会
に
お
い
て
、

「
平
成
十
九
年
五
條
市
議
会
第
二

回
六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
対

す
る
市
長
の
答
弁
の
虚
偽
疑
惑
に

関
す
る
事
項
」
と
「
吉
野
市
長
の

公
職
選
挙
法
違
反
疑
惑
に
関
す
る

事
項
」
を
調
査
し
て
い
た
『
市
長

の
答
弁
虚
偽
疑
惑
及
び
公
職
選
挙

法
違
反
疑
惑
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
』
委
員
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
、
吉
野
市
長
の
虚
偽
の
陳
述
に

対
す
る
告
発
に
つ
い
て
、
始
め
に
、

調
査
特
別
委
員
会
副
委
員
長
か
ら

詳
細
な
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
討
論

を
省
略
し
て
採
決
を
行
い
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。 

調
査
特
別
委
員
会
は
、
平
成
二

十
年
九
月
二
十
三
日
に
調
査
を
完

了
し
、
結
果
、
議
長
に
対
し
告
発

申
出
書
を
提
出
し
、
吉
野
市
長
が

地
方
自
治
法
第
百
条
第
七
項
に
規

定
す
る
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
も
の

と
し
、
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ

り
告
発
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

議
決
を
求
め
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
十
八
、
反
対
二
で
、
告
発
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

議
決
の
結
果
を
踏
ま
え
、
議
会

は
告
発
状
を
作
成
し
、
平
成
二
十

年
十
月
三
日
に
奈
良
地
方
検
察
庁

検
事
正
あ
て
、
議
長
か
ら
の
提
出

を
完
了
し
ま
し
た
。 

吉
野
市
長
に
対
す
る
告
発
の
罪

状
は
『
地
方
自
治
法
違
反
』
、
罰

状
は
『
地
方
自
治
法
第
百
条
第
七

項
（
虚
偽
の
陳
述
）
』
で
す
。 

議
会
は
、
九
月
定
例
会
最
終

日
の
九
月
二
十
五
日
、
吉
野
市

長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
を
、

十
二
対
八
の
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
こ
の
間
の
、
消
防

庁
舎
建
設
問
題
、
岡
中
継
施
設

築
造
工
事
、
幼
稚
園
及
び
保
育

所
の
統
廃
合
、
例
の
な
い
百
条

委
員
会
に
お
け
る
偽
証
の
告
発
、

消
防
長
の
問
題
発
言
等
、
市
長

と
し
て
の
基
本
的
な
資
質
の
欠

如
に
加
え
て
、
地
方
自
治
制
度

に
対
す
る
無
理
解
な
ど
、
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
が

指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
提

案
理
由
の
趣
旨
説
明
、
反
対
討
論
、

賛
成
討
論
の
の
ち
、
起
立
採
決

の
結
果
、
こ
の
辞
職
勧
告
決
議

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

反
対
討
論
は
、
吉
野
市
長
の

虚
偽
の
陳
述
に
対
す
る
告
発
が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
司
法
の
手
に

よ
り
市
長
の
発
言
が
偽
証
で
あ
っ

た
の
か
ど
う
か
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
結
果
を
待
つ
べ
き

で
あ
り
、
今
出
さ
れ
た
辞
職
勧

告
決
議
は
拙
速
で
あ
り
、
直
ち

に
態
度
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

賛
成
討
論
は
、
吉
野
市
長
就

任
以
降
の
市
長
の
行
政
運
営
に

強
い
懸
念
を
抱
き
、
議
会
の
存

在
意
義
に
つ
い
て
憲
法
の
精
神

を
理
解
し
て
い
な
い
。
ゆ
え
に

決
議
案
の
と
お
り
で
あ
り
、
む

し
ろ
遅
き
に
失
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。 

吉
野
市
長
に
関
し
て
は
、
本

年
三
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
『
月

刊
奈
良
』
の
本
年
二
月
号
の
対

談
記
事
の
中
で
、
「
現
状
で
は

議
会
と
の
対
決
は
解
決
の
道
が

な
い
。
変
化
を
求
め
な
い
議
会
。

五
條
市
に
は
、
理
屈
で
い
え
な

い
異
常
な
部
分
が
あ
る
。
こ
れ

も
わ
が
ま
ち
の
姿
で
す
。
そ
う

い
う
形
で
や
っ
て
き
て
、
五
二

〇
億
の
負
債
を
抱
え
る
結
果
に

な
っ
た
。
」
「
議
会
の
体
質
を

変
え
る
た
め
に
、
市
議
会
選
挙

が
先
決
と
堂
々
と
主
張
し
た
い
。」

と
あ
り
、
そ
の
雑
誌
を
各
議
員

に
届
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
行
為
を
見
る
限
り
、
辞
職
勧

告
も
無
理
が
な
い
と
語
る
人
も

い
ま
す
。 

消
防
長
に
本
会
議
等
へ
の 

出
席
停
止
を
命
じ
ま
し
た 

 

九
月
定
例
会
初
日
の
八
日
、
議

会
は
、
鶴
田
　
剛
消
防
長
の
本
会

議
へ
の
出
席
を
求
め
な
い
こ
と
を

通
告
し
、
退
席
を
求
め
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
先
の
六
月
定
例
会
中

の
二
十
五
日
、
五
條
市
消
友
会
総

会
時
に
お
け
る
消
防
長
の
あ
い
さ

つ
の
中
で
、
議
員
か
ら
の
一
般
質

問
を
取
り
上
げ
、
極
め
て
不
適
切

な
発
言
が
あ
っ
た
と
し
て
、
二
十

七
日
の
本
会
議
で
、
議
員
か
ら
緊

急
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

消
防
長
の
陳
謝
と
任
命
責
任
者

で
あ
る
市
長
か
ら
謝
罪
発
言
が
あ

っ
た
も
の
の
、
公
人
と
し
て
の
消

防
長
の
発
言
の
内
容
が
、
議
会
に

お
け
る
議
員
の
「
発
言
自
由
の
原

則
」
を
制
限
し
か
ね
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
議
員
全
員
協
議

会
に
も
諮
り
、
六
月
定
例
会
終
了

後
、
文
書
に
よ
る
謝
罪
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
消
防
長
か
ら
は
、
「
本

会
議
で
謝
罪
を
し
た
の
で
、
更
に

謝
罪
文
を
提
出
す
る
意
思
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。 議

員
全
員
協
議
会
は
、
こ
れ
を
、

議
会
を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
再
度
提
出
要
求
を
し
ま
し

た
が
、
文
書
で
提
出
し
な
い
旨
の

回
答
が
あ
り
、
結
果
、
九
月
一
日

に
開
催
し
た
議
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
協
議
し
、
消
防
長
に
対
し

て
は
、
議
会
へ
の
出
席
を
求
め
な

い
こ
と
と
し
て
、
議
長
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
百
四
条
の
規
定
に
よ

り
退
席
を
求
め
ま
し
た
。 

こ
の
度
「
市
議
会
だ
よ
り
Ｇ
Ｏ

Ｊ
Ｏ
」
第
36
号
発
刊
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。 

議
会
活
動
の
状
況
を
広
く
市
民

に
伝
え
、
市
民
の
声
を
市
行
政
に

反
映
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

市
民
は
各
々
自
分
の
意
見
、
要

望
が
あ
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

議
員
も
各
々
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

行
政
は
こ
れ
を
、
だ
れ
が
見
て
も

公
平
な
視
点
で
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

現
在
、
全
国
的
に
み
て
も
地
方

財
政
は
疲
弊
し
て
お
り
、
五
條
市

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

五
條
市
に
お
い
て
も
財
政
改
革

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
進
め
る
と
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
の
は
必

定
で
す
。
だ
れ
も
が
望
む
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

現
在
理
事
者
と
議
会
の
摩
擦
が

露
呈
し
て
お
り
ま
す
。 

理
事
者
側
の
財
政
改
革
の
発
想

自
体
は
良
と
す
べ
き
で
す
が
、
余

り
に
も
独
善
的
で
あ
る
た
め
、
市
民
、

議
会
に
十
分
な
る
説
明
責
任
が
な

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
況
で
あ
る

が
た
め
で
す
。
ま
し
て
公
人
の
発

言
は
、
地
球
よ
り
も
重
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
「
言
っ
た
」
「
言

わ
な
い
」
等
の
個
人
の
会
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

市
民
各
位
の
福
利
向
上
の
た
め
、

皆
さ
ま
か
ら
の
御
意
見
、
御
叱
責

を
あ
お
ぎ
な
が
ら
発
刊
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

広
報
編
集
委
員
会 

委
員
長
　
田
原
　
清
孝 

副
委
員
長
　
峯
林
　
宏
政 

委
　
　
員
　
大
谷
　
龍
雄 

黄
木
　
英
夫 

寺
本
　
保
英 

藤
冨
美
恵
子 

吉野市長に対する辞職勧告決議 

吉
野
晴
夫
市
長
を 

吉
野
晴
夫
市
長
に
対
し
辞
職
勧
告
決
議
を
可
決

吉
野
晴
夫
市
長
に
対
し
辞
職
勧
告
決
議
を
可
決 

吉
野
晴
夫
市
長
に
対
し
辞
職
勧
告
決
議
を
可
決

吉
野
晴
夫
市
長
に
対
し
辞
職
勧
告
決
議
を
可
決 

吉
野
晴
夫
市
長
に
対
し
辞
職
勧
告
決
議
を
可
決 

昨年４月２２日に吉野市政が誕生し、就任後初となる平成１９年
第２回６月定例会以来、５度の市議会定例会と２度の臨時会を経て、
現在、６度目の市議会定例会中であるが、この間の様々な時と場
所における吉野市長の言動は、市政の混乱に拍車をかけている。 
その要因として、以下列挙する。 
まずは、無責任な政治姿勢である。 
消防庁舎建設予定地の見直しを表明し、今日まで結論を持ち越

したままであること、現在は休止とされているが、岡中継施設築造
工事の突然の工事中止の決定、幼稚園及び保育所の統廃合に
対する保護者や市民への無責任な対応、さらには、今定例会で偽
証の告発を、大多数の議員の賛成により議決されたことなど、全く
無責任な政治姿勢であると言わざるを得ず、五條市政を預かる最
高責任者としては、リーダーシップの欠如を指摘するものである。 
次に、地方自治制度に対する理解不足である。 
地方自治体の意思は、最終的に市民の代表者たる議会によっ

て決定され、執行機関である市長により事務執行が進められる。こ
の両者はもともと役割が異なるものであり、市長が自らの職務を円
滑に進めようとするならば、議会敵視という姿勢はありえないはずで
あるが、これまでの市長の議会軽視の姿勢、さらには無用に議員を
敵視し混乱を助長するかのような行為を見る限り、議会と市長のそ
れぞれの役割など、基本的な地方自治制度に全く無理解であると
疑わざるを得ない。 
以上、述べたとおり、吉野市長は、行政の最高執行責任者として

の基本的な資質が著しく欠如しており、自ら率先して市政の混乱
に拍車をかけてさえいる。 
よって、五條市議会は、これまでの市政運営のあり方について極
めて重大な危機感を募らせており、一刻も早く市民の市政に対す
る信頼を回復することが必要であることを強く認識するものである。 
吉野市長は、市政運営の最高責任者として、自らの失態につい

て強く反省され、自らの責任と意思により市長の職を辞することを勧
告するものである。 
以上、決議する。 
　平成２０年９月２５日　　　　　　　　　　　五 條 市 議 会 

告
発 



調査特別委員会（百条委員会）の調査結果報告  

一
、
調
査
特
別
委
員
会
の  

設
置
に
つ
き
ま
し
て
は 

 

当
委
員
会
は
、
市
長
の
答
弁

虚
偽
疑
惑
及
び
公
職
選
挙
法
違

反
疑
惑
を
検
証
す
る
た
め
に
、

平
成
十
九
年
八
月
十
日
の
第
二

回
臨
時
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
、

地
方
自
治
法
第
百
条
第
一
項
と
、

同
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
権

限
が
委
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
は
地
方
自
治
法

第
百
条
に
は
、
「
普
通
地
方
公

共
団
体
（
五
條
市
）
の
議
会
は
、

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事

務
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
選

挙
人
そ
の
他
の
関
係
人
の
出
頭

及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

十
九
年
五
條
市
議
会
第
二
回
六

月
定
例
会
で
の
土
井
康
嗣
議
員

の
一
般
質
問
に
答
弁
し
た
吉
野

晴
夫
氏
は
、
五
條
市
長
の
立
場

で
答
弁
し
て
い
ま
す
の
で
、
公

人
と
し
て
の
吉
野
晴
夫
五
條
市

長
の
発
言
で
あ
る
答
弁
は
、
五

條
市
の
「
事
務
」
と
な
り
ま
す
。

委
員
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
樫

塚
凱
一
委
員
長
、
西
尾
彦
和
副

委
員
長
、
大
谷
龍
雄
、
土
井
康
嗣
、

黄
木
英
夫
、
益
田
吉
博
、
藤
冨

美
恵
子
、
太
田
好
紀
各
委
員
八

人
で
行
い
ま
し
た
が
十
二
月
十

九
日
に
西
尾
副
委
員
長
が
特
別

委
員
会
の
委
員
を
辞
職
し
た
た
め
、

同
日
議
長
か
ら
寺
本
保
英
議
員

が
委
員
に
指
名
さ
れ
、
副
委
員

長
に
は
大
谷
龍
雄
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
、
調
査
事
件
に
つ
き
ま   

し
て
は 

 

一
点
目
は
、
平
成
十
九
年
五

條
市
議
会
第
二
回
六
月
定
例
会

の
一
般
質
問
に
対
す
る
市
長
の
答

弁
の
虚
偽
疑
惑
に
関
す
る
事
項
。

二
点
目
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

吉
野
市
長
の
公
職
選
挙
法
違
反

疑
惑
に
関
す
る
事
項
で
す
。 

 三
、
調
査
の
方
法
及
び
経 

過
に
つ
き
ま
し
て
は 

 

昨
年
の
八
月
十
日
か
ら
今
年

の
九
月
二
十
三
日
ま
で
二
十
五

回
の
委
員
会
と
、
同
じ
く
三
十

二
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
こ

の
間
、
の
べ
二
十
七
人
、
実
質

二
十
三
人
の
証
人
に
出
頭
し
て

い
た
だ
き
、
証
人
訊
問
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
他
、
委
員
派
遣

を
二
回
行
い
ま
し
た
。
派
遣
の

理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。
平

成
二
十
年
四
月
二
十
五
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
委
員
会
に
お
い
て
、

斉
藤
●
●
証
人
か
ら
、
平
成
十

六
年
十
二
月
二
十
六
日
執
行
の

五
條
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
元

警
察
官
の
北
川
さ
ん
と
い
う
人

が
吉
野
晴
夫
氏
の
応
援
に
来
て

い
た
と
の
証
言
が
あ
り
ま
し
た

の
で
証
人
と
し
て
出
頭
請
求
を

し
ま
し
た
が
、
応
じ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
為
、
民
事
訴
訟
法
二

〇
三
条
等
に
も
と
づ
き
、
委
員

派
遣
を
二
回
行
い
ま
し
た
。
北

川
●
●
氏
本
人
か
ら
は
、
署
名
、

押
印
の
上
そ
れ
を
証
明
す
る
議

長
あ
て
の
文
書
の
提
出
を
受
け

ま
し
た
。（
以
下
、
こ
の
広
報
で
は
、

こ
の
文
書
の
こ
と
を「
北
川
メ
モ
」

と
表
記
し
ま
す
。）ま
た
、
併
せ

て
参
考
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 四
、
調
査
結
果
に
つ
き
ま 

し
て
は 

 

ま
ず
始
め
は
、
榎
市
長
の
進

退
問
題
に
関
す
る
田
川
●
●
氏

と
吉
野
晴
夫
氏
の
霊
安
寺
町
の

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
会

合
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
で
す
。 

田
川
●
●
証
人
は
、
平
成
十

八
年
九
月
頃
、
私
か
ら
吉
野
晴

夫
氏
に
電
話
を
か
け
、
霊
安
寺

町
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
で
会
い
、

私
か
ら
榎
市
長
が
体
も
悪
い
と

言
う
こ
と
で
、
「
あ
ん
た
、
ど

う
す
る
。
」
と
言
う
と
、
吉
野

晴
夫
氏
が
「
一
期
だ
け
で
も
い

き
た
い
。
そ
れ
何
と
か
考
え
て

ほ
し
い
。
応
援
し
て
ほ
し
い
。
」

と
依
頼
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
ま
す
。 

吉
野
晴
夫
証
人
は
、
平
成
十

九
年
一
月
頃
、
田
川
●
●
氏
か

ら
呼
ば
れ
て
、
霊
安
寺
町
の
コ

ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
で
会
い
、
榎
市

長
の
退
任
に
つ
い
て
話
を
持
ち

か
け
ら
れ
ま
し
た
と
証
言
し
て

い
ま
す
。 

「
北
川
メ
モ
」
で
は
、
平
成
十

八
年
十
二
月
十
五
日
十
六
時
頃
吉

野
氏
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
五
條

の
有
力
者（
田
川
●
●
氏
）が
俺
と

こ
へ
来
て
く
れ
、
市
長
の
首
に

鈴
付
け
て
く
る
わ
と
言
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
会
う
て
来
る
。
い
つ

も
行
く
五
條
病
院
近
く
の
喫
茶

店
や
。
」
と
吉
野
氏
が
言
っ
て

い
た
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
の
証
言
と
「
北
川
メ
モ
」

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

平
成
十
八
年
九
月
以
後
、
田
川

●
●
氏
の
誘
い
で
吉
野
晴
夫
氏

は
霊
安
寺
町
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ

ス
で
会
い
、
田
川
●
●
氏
の
市

長
選
挙
に
関
す
る
問
い
か
け
に

吉
野
晴
夫
氏
は
立
候
補
表
明
と

応
援
の
依
頼
を
し
て
い
た
と
結

論
付
け
ら
れ
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
榎
市
長
中
途
退

任
に
関
す
る
金
銭
の
動
き
及
び

告
訴
問
題
に
つ
い
て
で
す
。 

田
川
●
●
証
人
は
、
平
成
十

九
年
一
月
頃
、
霊
安
寺
町
の
コ

ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
吉

野
晴
夫
氏
か
ら
、
榎
市
長
に
辞

め
る
よ
う
話
を
し
て
く
れ
と
い

う
依
頼
を
私
が
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
や
っ
た
ら
二
年
何
箇
月
残

し
た
榎
市
長
に
対
し
て
、
退
職

金
的
に
二
千
万
ほ
ど
み
て
や
る

こ
と
は
出
来
ま
す
か
と
、
私
の

方
か
ら
お
金
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
二
千
万
は
都
合
つ
け
る
。
そ

や
か
ら
、
辞
め
さ
せ
て
ほ
し
い
。」

と
吉
野
晴
夫
氏
が
言
っ
た
と
証

言
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
田
川
●
●
証
人
は
、

約
束
以
後
十
日
ほ
ど
し
て
か
ら

私
の
家
へ
吉
野
晴
夫
氏
が
来
て
、

二
千
万
の
お
金
な
か
っ
た
こ
と

に
し
て
ほ
し
い
、
だ
ま
さ
れ
た
と
、

弁
護
士
と
相
談
し
た
結
果
私
を

訴
え
る
と
、
私
が
二
千
万
を
預

か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
。

そ
し
て
、
告
訴
す
る
こ
と
を
飯

田
●
氏
ほ
か
二
名
に
言
っ
た
と
。

　
告
訴
す
る
理
由
と
し
て
吉
野

晴
夫
氏
が
言
っ
て
い
た
の
は
、

自
分
が
出
す
二
千
万
が
飯
田
、

秋
本
の
ど
ち
ら
か
へ
行
く
、
受

け
取
っ
た
人
が
市
長
選
に
い
く
、

ど
ち
ら
か
が
無
投
票
で
県
会
へ

い
く
、
秋
本
派
の
人
間
か
ら
聞

い
て
い
る
と
吉
野
晴
夫
氏
が
言

っ
て
い
た
と
証
言
し
て
い
ま
す
。 

吉
野
晴
夫
証
人
は
、
平
成
十

九
年
一
月
頃
、
私
は
田
川
●
●

氏
に
呼
ば
れ
て
、
霊
安
寺
町
の

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
で
お
会
い
し

ま
し
た
。
そ
の
時
、
榎
氏
中
途

退
任
に
つ
い
て
話
を
持
ち
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
「
そ

れ
相
応（
金
銭
）の
こ
と
を
し
て
あ

げ
て
く
れ
。
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
私
に
何
ら
か
の
お
金
を

出
さ
せ
て
、
榎
氏
を
中
途
退
任
、

そ
し
て
寺
本
議
長
を
市
長
選
挙

に
出
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う

こ
と
を
、
田
川
●
●
氏
が
私
に

言
い
ま
し
た
と
、
証
言
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
吉
野
晴
夫
証
人

は
田
川
●
●
氏
を
訴
え
る
と
飯

田
●
氏
ほ
か
二
名
に
言
い
ま
し

た
と
認
め
、
訴
え
る
と
い
う
こ

と
は
罪
に
な
る
な
ら
ん
に
か
か

わ
ら
ず
、
私
が
被
害
者
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
訴
え
る
と
い
う

立
場
で
し
た
と
証
言
し
て
い
ま
す
。 

飯
田
●
証
人
は
、
ま
き
の
苑

三
期
工
事
の
完
成
間
近
の
頃
、

現
市
長
の
吉
野
氏
が
現
れ
ま
し
た
。

開
口
一
番
、
「
た
あ
ち
ゃ
ん
、

悪
い
け
ど
、
た
あ
ぼ
う
訴
え
さ

せ
て
も
ら
う
で
」
と
、
吉
野
晴

夫
氏
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
と
、
又
、

吉
野
晴
夫
氏
は
「
榎
を
辞
め
さ

す
と
い
う
か
ら
、
俺
お
金
ま
で

用
意
し
た
。
一
週
間
た
っ
た
ら

来
て
、
へ
ら
へ
ら
笑
い
も
っ
て
、

も
う
ち
ょ
っ
と
頑
張
る
と
い
う

ん
じ
ゃ
、
し
ゃ
あ
な
い
わ
」
と
、

田
川
●
●
氏
が
吉
野
晴
夫
氏
に

言
い
に
き
て
い
た
こ
と
を
証
言

し
て
い
ま
す
。 

榎
●
●
証
人
は
、
平
成
十
九

年
一
月
三
十
一
日
西
口
●
●
氏

の
誘
い
で
西
吉
野
町
に
お
い
て
、

田
川
●
●
氏
と
私
の
三
人
で
食

事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
田

川
●
●
氏
か
ら
市
長
を
中
途
退

任
す
る
よ
う
に
と
い
う
吉
野
晴

夫
氏
か
ら
の
依
頼
を
雑
談
の
中

で
の
一
コ
マ
と
し
て
出
た
と
榎

●
●
証
人
は
認
め
ま
し
た
が
、

中
途
退
任
す
れ
ば
吉
野
晴
夫
氏

が
退
職
金
的
に
二
千
万
ほ
ど
み

る
と
い
う
話
は
全
く
聞
い
て
い

な
い
と
証
言
し
ま
し
た
。 

「
北
川
メ
モ
」
に
は
、
平
成

十
九
年
一
月
二
十
二
日
二
十
一

時
頃
、
私
の
家
に
吉
野
晴
夫
氏

か
ら
電
話
が
あ
り
、
一
月
に
選

挙
や
言
う
て
た
け
ど
、
榎
に
裏

切
ら
れ
た
。
辞
め
ん
言
う
と
る

ね
ん
。
こ
の
前
喫
茶
店
で
会
う

言
う
て
た
男
、
あ
れ
は
お
前
も

よ
う
知
っ
と
る
田
川
の
た
あ
ぼ

う
や
、
こ
の
前
、
榎
の
首
取
っ

吉
野
市
長
疑
惑
の
調
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す 
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て
く
る
言
う
の
で
、
俺
二
千
万
ま

わ
り
し
た
の
に
二
、
三
日
前
に
、

へ
ら
へ
ら
笑
い
も
っ
て
俺
と
こ
へ

来
て
、
は
あ
ち
ゃ
ん
、
榎
ま
だ
行

く
言
う
と
ん
ね
っ
て
ぬ
か
し
や
が

っ
て
、
こ
の
は
あ
ち
ゃ
ん
、
な
め

た
ら
ど
ね
ん
な
る
か
思
い
知
ら
せ

た
ん
ね
ん
。
告
訴
す
る
さ
か
い
、

お
前
、
ち
ゃ
ん
と
し
て
く
れ
詐
欺

や
、
と
息
巻
く
の
で
、
詐
欺
に
は

な
ら
ん
、
む
し
ろ
、
表
に
出
た
ら
、

お
前
が
公
選
法
違
反
に
な
る
で
、

金
用
意
し
た
と
い
う
が
何
の
た

め
の
金
や
、
も
し
、
市
長
が
辞

め
る
為
の
餞
別
か
、
辞
め
さ
せ

る
工
作
の
為
の
謝
礼
か
知
ら
ん
が
、

ど
ち
ら
に
せ
よ
公
選
法
で
や
ら

れ
る
で
、
あ
の
有
力
者
と
い
う

の
は
田
川
や
っ
た
ん
か
と
、
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
の
証
言
と
「
北
川
メ
モ
」

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

平
成
十
八
年
九
月
以
後
、
田
川

●
●
氏
と
吉
野
晴
夫
氏
は
、
霊

安
寺
町
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
で

計
五
回
ほ
ど
会
っ
て
い
ま
す
が
、

二
回
目
位
に
会
っ
た
時
、
ど
ち

ら
か
ら
言
い
出
し
た
の
か
結
論

付
け
は
困
難
で
す
が
、
榎
市
長

を
中
途
退
任
さ
せ
る
こ
と
を
合

意
し
、
そ
れ
に
関
す
る
二
千
万

を
吉
野
晴
夫
氏
が
ま
わ
り
す
る

こ
と
で
合
意
し
て
い
た
と
結
論

付
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
二

千
万
の
動
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
日
、
吉
野
晴
夫
氏
が
田
川
●

●
氏
に
二
千
万
の
お
金
は
な
か

っ
た
こ
と
に
し
て
ほ
し
い
、
弁

護
士
と
相
談
し
た
結
果
、
田
川

氏
を
訴
え
る
と
伝
え
、
飯
田
●

氏
ほ
か
二
名
に
伝
え
た
事
実
か

ら
す
れ
ば
、
吉
野
晴
夫
氏
の
二

千
万
が
田
川
●
●
氏
に
渡
っ
た

と
結
論
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

し
か
し
、
結
果
と
し
て
榎
市
長

は
中
途
退
任
し
て
お
り
ま
す
。

吉
野
晴
夫
氏
の
二
千
万
が
最
後

ま
で
動
か
な
か
っ
た
か
ど
う
か

は
調
査
の
範
囲
で
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。 

三
つ
目
は
、
榎
市
長
中
途
退

任
に
関
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問

題
で
の
田
川
●
●
氏
と
吉
野
晴

夫
氏
及
び
関
係
者
の
会
話
内
容

と
経
過
に
つ
い
て
で
す
。 

田
川
●
●
証
人
は
、
「
辞
め

れ
へ
ん
場
合
は
五
條
四
丁
目
の

過
去
の
焼
却
場
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
問
題
で
死
人
ま
で
出
て
い
る
。

新
聞
、
市
民
パ
ワ
ー
を
起
こ
し

て
で
も
榎
市
長
を
責
め
る
。
」

と
吉
野
晴
夫
氏
が
言
っ
た
と
証

言
し
て
い
ま
す
。 

又
、
田
川
●
●
証
人
は
、
平

成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
、
西

吉
野
町
で
西
口
●
●
さ
ん
立
ち

会
い
の
も
と
榎
市
長
と
会
い
、

辞
め
な
い
場
合
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
問
題
で
新
聞
、
市
民
パ
ワ

ー
を
味
方
に
し
て
で
も
榎
市
長

を
責
め
る
と
い
う
吉
野
晴
夫
氏

の
言
い
分
を
榎
市
長
に
伝
え
た

と
証
言
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
田
川
●
●
証
人
は
、

平
成
十
九
年
五
月
十
四
日
、
西

吉
野
町
で
榎
前
市
長
、
西
口
●

●
氏
、
わ
た
し
の
三
人
と
各
嫁

三
人
の
六
人
で
食
事
を
し
た
時
、

榎
市
長
の
嫁
は
ん
が
「
悔
し
い

ね
ん
。
任
期
い
っ
ぱ
い
い
か
し

た
か
っ
た
。
」
と
言
う
て
大
泣

き
し
ま
し
た
。
榎
市
長
も
「
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
問
題
で
、
吉
野
の

こ
の
話
や
。
そ
れ
や
っ
た
ら
も

う
引
こ
う
か
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
。
」
と
、
六
人
の
お
る

と
こ
ろ
で
榎
市
長
は
は
っ
き
り

言
い
ま
し
た
と
証
言
し
て
い
ま
す
。 

吉
野
晴
夫
証
人
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
問
題
は
田
川
●
●
氏
か

ら
も
出
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
私

も
そ
う
い
う
こ
と
を
話
し
た
記

憶
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
証
言
し

て
い
ま
す
。 

榎
●
●
証
人
は
、
平
成
十
九

年
一
月
三
十
一
日
、
西
吉
野
町

で
西
口
●
●
氏
と
田
川
●
●
氏

と
わ
た
し
の
三
人
で
会
食
し
た
時
、

辞
め
な
い
場
合
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
問
題
で
追
い
込
む
ん
や
と
吉

野
晴
夫
氏
が
言
っ
て
い
る
と
田

川
●
●
氏
か
ら
聞
い
た
と
証
言

し
て
い
ま
す
。又
、
榎
●
●
証
人

は
、
平
成
十
九
年
五
月
十
四
日
、

西
吉
野
町
で
会
食
し
た
時
、
家

内
か
ら
悔
し
い
と
い
う
言
葉
が

出
た
こ
と
は
間
違
い
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
内
容
は
、
体

が
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
、
辞

め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ

た
こ
と
が
本
人
が
つ
ら
い
で
あ

ろ
う
、
悔
し
い
で
あ
ろ
う
と
、

そ
う
い
う
思
い
が
あ
っ
て
言
う

た
話
で
す
と
証
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
退
任
は
体
の
機

能
が
も
う
果
た
さ
な
く
な
っ
た
、

そ
れ
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
る
、
だ
か
ら
辞
め
ざ
る

を
得
な
い
と
判
断
を
し
た
と
い

う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
い
る
訳

で
す
。
た
だ
、
そ
の
間
に
色
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
病
気
を
進
行
さ
せ
た
と
い
う

こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ

る
と
、
こ
う
申
し
上
げ
て
い
る

ん
で
す
と
証
言
し
ま
し
た
。 

「
北
川
メ
モ
」
に
は
、
平
成

十
九
年
二
月
十
四
日
二
十
一
時

三
十
分
頃
、
吉
野
氏
よ
り
電
話

が
あ
り
、
や
っ
ぱ
り
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
こ
と
で
榎
を
追
い
込
む
。

本
人
は
任
期
ま
で
い
く
つ
も
り

ら
し
い
が
、
そ
う
さ
れ
る
と
俺

に
は
時
間
が
な
い
。
男
の
意
地
や
、

力
貸
し
て
く
れ
と
吉
野
氏
が
懇

願
し
た
の
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
検
査
、
大
宇
陀
に
出
す
の
か
、

費
用
お
前
出
す
の
か
と
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
い
や
、
金
は
使
わ
ん
、

ビ
ラ
五
條
じ
ゅ
う
配
る
ね
、
西

崎
に
ビ
ラ
作
ら
す
の
で
金
は
か

か
ら
ん
、
場
合
に
よ
っ
た
ら
新

聞
折
込
す
る
の
で
そ
れ
位
は
し

れ
て
い
る
と
言
っ
た
と
、
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
の
証
言
と
「
北
川
メ
モ
」

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、 

平
成
十
九
年
四
月
二
十
二
日

執
行
の
五
條
市
長
選
挙
前
に
お

い
て
、
榎
市
長
が
辞
め
な
い
場
合
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
で
榎
市
長

を
責
め
る
と
、
吉
野
晴
夫
氏
か

ら
田
川
●
●
氏
に
話
を
出
し
た

と
結
論
付
け
ら
れ
ま
す
。 

榎
市
長
が
中
途
退
任
し
た
こ

と
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
五
月

十
四
日
の
柏
荘
で
の
会
食
の
中
で
、

榎
前
市
長
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問

題
で
吉
野
の
こ
の
話
や
、
そ
れ

や
っ
た
ら
も
う
引
こ
う
か
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
と
、
榎
前
市

長
が
表
明
し
た
こ
と
を
同
席
し

て
い
た
田
川
●
●
氏
と
西
口
●

●
氏
が
証
言
し
て
い
ま
す
が
、

榎
前
市
長
自
身
は
、
市
長
の
中

途
退
任
は
体
の
機
能
が
も
う
果

た
さ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
間
色
々
あ
り
ま

し
た
こ
と
が
体
を
悪
く
し
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
申
し
上
げ

ま
す
と
証
言
し
て
い
ま
す
の
で
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
が
市
長
中

途
退
任
の
直
接
の
原
因
と
結
論

付
け
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

関
係
が
あ
っ
た
と
結
論
付
け
ら

れ
ま
す
。 

四
つ
目
は
、
吉
野
晴
夫
氏
が

田
川
●
●
氏
に
市
長
選
挙
の
応

援
を
依
頼
し
、
そ
の
時
言
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
高
野
山
へ
の
道

路
建
設
と
近
畿
一
円
の
産
業
廃

棄
物
の
谷
の
建
設
を
口
実
と
し

た
公
職
選
挙
法
違
反
疑
惑
問
題

で
す
。 

田
川
●
●
証
人
は
、
医
者
へ

行
っ
て
か
ら
昼
ご
飯
を
食
べ
る

ま
で
は
喫
茶
店
で
お
り
ま
す
。

わ
し
の
お
る
時
間
帯
に
吉
野
晴

夫
氏
が
何
回
か
来
て
、
「
田
川

は
ん
、
選
挙
応
援
し
て
や
。
高

野
山
に
対
し
て
道
路
を
つ
け
る

運
動
す
る
。
そ
の
一
部
金
も
う

け
て
。
」
ま
た
、
「
五
條
市
で

近
畿
一
円
の
産
業
廃
棄
物
の
谷

を
設
け
る
。
そ
れ
に
対
し
て
も

田
川
は
ん
も
う
け
て
く
れ
た
ら

い
い
。
」
と
吉
野
晴
夫
氏
か
ら

持
ち
か
け
ら
れ
た
と
証
言
し
ま

し
た
。 

吉
野
晴
夫
証
人
は
、
本
町
の

喫
茶
店
で
田
川
●
●
氏
と
会
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
私
の
頭

の
中
に
は
金
剛
ト
ン
ネ
ル
と
か

南
海
乗
り
入
れ
と
か
高
野
街
道

と
か
ゴ
ミ
の
焼
却
場
と
か
い
ろ

ん
な
構
想
は
あ
り
ま
す
が
、
田

川
●
●
氏
に
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
と
証
言
し

ま
し
た
。 

「
北
川
メ
モ
」
に
は
、
吉
野

晴
夫
氏
が
大
丈
夫
や
国
の
補
助

つ
く
ね
、
五
條
を
日
本
一
の
産

廃
の
再
生
工
場
に
す
る
ね
や
、

同
級
生
で
野
原
か
ら
五
條
高
の

水
泳
部
で
東
京
の
大
学
へ
行
っ
て
、

今
、
定
年
で
産
業
廃
棄
物
処
理

事
業
振
興
財
団
の
常
務
理
事
が
、

は
あ
ち
ゃ
ん
市
長
行
く
の
な
ら

協
力
す
る
で
言
う
て
く
れ
と
ん

の
で
、
一
回
会
う
て
こ
う
思
う

て
ん
ね
、
こ
の
前
の
市
長
辞
め

さ
せ
る
件
、
最
近
榎
が
元
気
な

い
言
う
と
ん
の
で
、
も
う
一
回

市
長
に
会
う
て
も
え
え
と
言
う

て
く
れ
と
ん
ね
け
ど
、
う
ま
く

い
っ
た
ら
産
廃
の
件
た
あ
ぼ
う

に
や
ら
せ
た
っ
て
も
え
え
ね
け

ど
と
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
の
証
言
と
「
北
川
メ
モ
」

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

吉
野
晴
夫
氏
が
田
川
●
●
氏
に

選
挙
応
援
を
依
頼
し
た
時
、
五

條
で
近
畿
一
円
の
産
業
廃
棄
物

の
谷
を
設
け
る
、
そ
れ
に
対
し

て
も
「
田
川
は
ん
、
も
う
け
て

く
れ
た
ら
い
い
。
」
と
、
田
川

●
●
氏
に
言
っ
た
と
結
論
付
け

ら
れ
ま
す
。 

終
わ
り
に
あ
た
り
ま
し
て
、

調
査
費
用
は
約
百
九
十
万
円
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調

査
に
あ
た
り
ま
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
た
各
証
人
及
び
関
係
者

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 
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